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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【入院】
・前川　裕孝様～東病棟Aユニット13号室に医療保護入院となる。

＜患者様連絡事項＞
・澤口　利香様～船場Drから診察あり。本人が訴えている症状は花粉症によるものとの話あり。本人から希望ありAZ点眼液が処方となる。

・佐々木　理佳様～左臀部にエビリファイ（400）１キット筋注実施。「

＜要注目患者様＞
[bookmark: _GoBack]・田中　邦男様～深夜帯でバルンカテーテル自己抜去あり、主治医へ報告し、バルンカテーテル再挿入と泌尿器科受診調整指示あり、バルンカテーテル再挿入すると血尿300ml流出あり、バイタルサイン異常なし。その後も血尿継続され15：00家族様付き添いにて八戸泌尿器科受診に行かれている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後 1時間ずつの開放観察実施。開放観察中、奇声や大声あり引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。食事は拒否なく摂取されるが、薬は自ら選んで服用している。アレルギー様症状は継続している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和6年4月10日　13：51
  氏　　名：前川　裕孝（まえかわ　ひろたか）様
　生年月日：昭和38年10月6日(60歳)
　病　　名：前頭側頭型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット
　
　＜経過＞
　　R4.7月よりシニアガーデン長苗代に入所。入所当初から職員
　への暴言や介護抵抗がみられていた。R5頃より施設対応困難な
　ため退所の方向で動いていたが、次の施設がなかなか決まらず
　に経過していた。現在も暴言や介護抵抗は持続しており、威嚇
　するように手を振り上げる動作もみられている。R5.12月頃
　より薬の量が増加し、それに伴いADLは低下し臥床傾向。薬を
　減らすと不穏さが出現するため、嘱託医が薬剤調整に苦慮して
　いた。薬剤調整・環境調整目的で上記日程での入院を予定して
　いる。
　　上記経過により東病棟Aユニットに医療保護入院となる。
